
池田市長が
市政運営の取り組みを講演

トピック

２日目の意見交換会では、池田市長
が「結果を出す自治体経営　～ヒトも
マチも『気』が大事！～」をテーマに
講演。自治体運営には経営感覚が必要
であることに加え、就任以来取り組ん
でいるあいさつの励行や接遇の向上、
組織活性化などについて実例を交えな
がら紹介しました。各市長からは、組
織運営の難しさや池田市長の発言に対
する共感の声が寄せられていました。

深
ま
っ
た
連
帯
感

肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城

を
徹
底
Ｐ
Ｒ
！

都
城
の
元
気
、
や
る
気
を
視
察

本
議
決
を
持
っ
て
、
九
州
市
長
会
と
し

て
の
国
へ
の
要
請
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

昼
食
会
や
意
見
交
換
会
で
は
、
本
市
自

慢
の
肉
と
焼
酎
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
元
食
材
を
使
い
趣
向
を
凝
ら
し
た
料
理

を
提
供
。
九
州
・
沖
縄
の
市
長
に
都
城
の

魅
力
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

本
市
の
公
共
施
設
や
生
産
の
現
場
を
巡

る
行
政
視
察
で
は
、
霧
島
酒
造
㈱
志
比

田
工
場
や
㈱
ダ
ン
ロ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、

M

ま

る

ま

る

allm
all

な
ど
を
視
察
。
特
色
あ
る
取

り
組
み
の
説
明
を
受
け
た
視
察
団
は
、
感

嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

本
市
で
の
開
催
は
、
17
年
ぶ
り
３
回
目
。

令
和
の
新
た
な
時
代
を
迎
え
て
初
開
催
と

な
る
今
回
は
、
九
州
・
沖
縄
の
１
１
９
市

の
う
ち
１
１
１
市
長
と
夫
人
、
随
行
者
な

ど
約
３
６
０
人
が
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

初
日
の
九
州
市
長
会
は
、
総
会
を
は
じ

め
各
種
会
議
で
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
九
州
市
長
会
会
長
の
森も

り

博ひ
ろ

幸ゆ
き

鹿
児
島
市
長
が「
令
和
の
新
た
な
時

代
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
市
が
連
携
し
、

直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
14
議
案
が
提

案
さ
れ
、
国
に
対
す
る
災
害
対
応
力
強
化

の
た
め
の
支
援
要
請
や
、
地
域
医
療
や
保

健
、
福
祉
施
策
の
充
実
強
化
、
学
校
教
育

の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

全
議
案
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

昭和31年から毎年２回、春と秋に開催される九州市長会。九州・沖縄の119市
長が一堂に会し、連携と地方自治の発展に寄与することを目的に組織されています。
今回は、５月14日・15日の２日間にわたって開催された第124回九州市長会の模
様を紹介します。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174

第
１２４
回
九
州
市
長
会
が

都
城
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

16広報 都城 令和元年6月号



住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
拡
充
　

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
制
度
は
、
毎
年
の
住

宅
ロ
ー
ン
残
高
の
１
㌫
を
10
年
間
所
得
税

か
ら
控
除
し
、
所
得
税
で
控
除
し
き
れ
な

い
額
に
つ
い
て
は
控
除
限
度
額
の
範
囲
内

で
、
住
民
税
か
ら
も
控
除
が
あ
る
制
度
で

す
。消

費
税
率
10
㌫
が
適
用
さ
れ
る
住
宅
を

取
得
し
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

２
年
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
居

住
し
た
場
合
に

限
り
、
控
除
期

間
が
10
年
か
ら

13
年
に
延
長
さ

れ
ま
す
。

医
療
費
控
除

●
医
療
費
控
除
明
細
書
添
付
の
義
務
化

こ
れ
ま
で
、
医
療
費
控
除
の
申
告
を
す

る
際
は
、
医
療
費
の
領
収
書
が
必
要
で
し

た
が
、
領
収
書
に
代
わ
っ
て
年
間
の
支

払
金
額
を
整
理
し
た「
医
療
費
控
除
の
明

細
書
」の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た

医
療
費
通
知（
医
療
費
の
お
知
ら
せ
な
ど
）

が
あ
れ
ば
、
明
細
書
の
記
入
を
省
略
で
き

ま
す
。

※�

領
収
書
な
ど
は
、
自
宅
で
５
年
間
保
管

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
く

だ
さ
い
。
税
務
署
な
ど
か
ら
領
収
書
を

求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

配
偶
者
特
別
控
除
が
適
用
さ
れ

る
配
偶
者
の
所
得
要
件
が
拡
大

配
偶
者
特
別
控
除
の
要
件
を
次
の
と
お

り
見
直
し
、
平
成
31
年
度
の
個
人
住
民
税

か
ら
適
用
し
ま
す
。

・�

所
得
控
除
額
33
万
円
の
対
象
と
な
る
配

偶
者
の
給
与
収
入
金
額
の
上
限
を
、
１

５
５
万
円（
合
計
所
得
90
万
円
）
に
引

き
上
げ
ま
す

・
納
税
者
本
人
に
所
得
制
限
を
導
入
し
ま

　
す 市

民
税・県
民
税（
住
民
税
）の

内
容
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

控除額33万円

納税者 配偶者

合計所得が
900万円以下

給与収入のみ
155万円
合計所得90万円

納税者本人の受ける控除額

納税者本人の
所得制限

給与1,120万円（合計所得金額900万円）から逓減開始し、
給与1,220万円（合計所得金額1,000万円）で消失

（万円）
33 155（90）

160（95）

167（100）

175（105）

183（110）

190（115）

197（120）

201（123）

31

26

21

16
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6

3

※老人配偶者控除の場合、38万円
　（現行制度どおり）

配偶者の給与収入
（合計所得金額）

（万円）

103
（38）

配偶者特別控除配偶者控除※

155
（90）

201
（123）

141
（76）

0

ていげん

改正後

配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
要
件
の
見
直
し
や
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
拡
充
、
医
療
費

控
除
な
ど
、
市
民
税
・
県
民
税
の
主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。　
　

◎
問
い
合
わ
せ　
市
民
税
課　
☎
23
－
２
１
２
３

●
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

特
定
健
康
診
査
や
予
防
接
種
、
定
期
健

康
診
断
な
ど
の
健
康
維
持
や
疾
病
の
予
防

の
取
り
組
み
を
行
う
納
税
義
務
者
が
、
一

定
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品（
要
指
導

医
薬
品
お
よ
び
一
般
用
医
薬
品
の
う
ち
、

医
療
用
か
ら
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
）
を
購

入
し
た
場
合
、
年
間
１
万
２
千
円
を
超
え

て
支
払
っ
た
費
用
に
つ
い
て
、
１
万
２
千

円
を
超
え
る
額（
上
限
８
万
８
千
円
）
を

所
得
控
除
で
き
る
特
例
で
す
。
こ
の
特
例

を
受
け
る
場
合
は
、
従
来
の
医
療
費
控
除

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

対
象
医
薬
品
な
ど
詳

し
く
は
、
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
見
直
し

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
生
ま
れ
故
郷
や
応

援
し
た
い
自
治
体
を
、
寄
附
金
で
応
援
す

る
制
度
で
す
。
６
月
か
ら
ふ
る
さ
と
納

税
の
対
象
と
な

る
地
方
団
体
を

総
務
大
臣
が
指

定
す
る
制
度
が

運
用
さ
れ
ま
す
。

寄
附
を
行
う
場

合
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
対
象

団
体
で
あ
る
か

確
認
く
だ
さ
い
。

例
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